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改訂：April 24, 2024

Ciscoパワーインジェクタ IW-PWRINJ-60RGDMG=設置
ガイド

このドキュメントでは、Ciscoパワーインジェクタ IW-PWRINJ-60RGDMG=（このドキュメントではパワーインジェク
タと呼びます）の詳細と、取り付け手順について説明します。

製品概要

IW-PWRINJ-60RGDMG=パワーインジェクタは、90～ 264 VACの範囲の単相 AC電圧入力によって電力供給され、出
力 RJ45コネクタの適切な 4つのデータペアの公称 DC電圧で電力の最大出力を提供します。パワーインジェクタは、
PSEとして IEEE 802.3btの要件を満たしています。入力および出力RJ45コネクタで 10/100/1000/2500/5000/10000 Base-T
トラフィックを受け入れ、ネットワークとアクセスポイントの間でこれらの信号を通過させることができます。

次の図は、ポートと ACコンセントの配置例を示しています。

アースラグ3データおよび PoE出力 RJ451

AC入力4データ専用 RJ452
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パワーインジェクタの開梱

一般的なパワーインジェクタのパッケージには、次の品目が含まれています。

•パワーインジェクタ

• AC電源プラグ

• RJ45ポート用の液密コードグリップ（LTCG）X 2

パワーインジェクタのパッケージには、AC電源ケーブルは含まれていません。ケーブルの仕様と終端の手順に
ついては、以下の要件を参照してください。

（注）

部品の欠品または損傷が見つかった場合、シスコの担当者またはリセラーまでお問い合わせください。

追加の要件

インジェクタに電源を供給するため、電源コードを使用します。吊り天井の上などの空間にアクセスポイントを設置

した場合でも、装置に接続するイーサネットケーブルが標準を満たしているかどうかについて、国および地域の安全

規定を確認します。

この装置の設置、交換、または保守は必ず、（IEC62368および AS/NZS 3260に従って）訓練を受けた相応の資
格のある保守担当者のみが行ってください。米国在住の場合は、Country、National、または米国電気規定に従っ
てシステムを設置します。

（注）

•製品を使用する建物の施設では、メイン AC入力コネクタを絶縁する必要があります。この接続には、120 VAC
（米国）または 16A、230 VAC（国際）用に 20A以下のヒューズまたは回路ブレーカーが必要です。建物の設備で
は、過電流または短絡からパワーインジェクタを保護する必要があります。

•パワーインジェクタエンクロージャは IP67テスト済みで、危険な部品へのアクセス、埃、および水の侵入に対し
てある程度の保護を提供します。

•パワーインジェクタエンクロージャは、壁面取り付けオプションの場合、ハンドルを上に向けて垂直に取り付け
る必要があります。

•パワーインジェクタエンクロージャには、Liquid Tight Cord Grip LTCG（付属）に対応する2つのネジ穴（M20x1.5）
と 1つの防水 AC入力ソケットがあります。

•パワーインジェクタには、AC電源コードを接続するための AC入力プラグが付属しています。AC電源コードの
3線またはケーブルは、SJTOOタイプ以上のコード 3*18AWG、5-15Pプラグ、および EP030-2224-01カップラで
あるか、国の電気工事規定に準拠している必要があります。

•パワーインジェクタは、データポートと電源ポートで構成されています。ポートはTNV-1出力を提供します。ポー
トは RJ-45データソケットを使用します。これらのポートに電話ケーブルを接続しないでください。これらのソ
ケットには、防水接続部付きの RJ-45データケーブルのみを接続できます。
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•パワーインジェクタの過熱を防止するために、周囲温度が次の推奨最高値を超える場所では製品を使用しないでく
ださい。推奨最高温度：-40 ºC～ +65 ºC

•雷が発生しているときには、パワーインジェクタに手を加えたり、ケーブルの接続や取り外しを行ったりしないで
ください。

•いつでも製品への電源を切断できるように、ACコネクタワイヤにすぐ手が届く状態にしておいてください。

•製品の保守を行う前に、必ず AC電源から製品を取り外してください。

•機器は汚染度 2環境用です。

•この製品を廃棄する場合は、該当する国内のすべての法律および規制に従う必要があります。

技術仕様

次の表に、パワーインジェクタの仕様を示します。

表 1 :技術仕様

IW-PWRINJ-60RGDMG=仕様

AC入力：100-240 V、50-60 Hz（定格）入力電圧範囲および周波数

• POE出力 1：56 V/0.67 A、37.5 W

PIN3、6：+56V

PIN1.2：リターン

• POE出力 2：56V/0.67A、37.5W

PIN4、5：+56V

PIN7、8：リターン

出力電圧および電流

寸法（長さ X幅 X高さ）：246 mm X 170 mm X 58.5 mm

外形には、これらの寸法に +/-1.0の許容差が
あります。

（注）

重量：4.8ポンド

物理仕様

-40°C～ +70°C、70 ⁰C で 60Wおよび 65 ⁰C で 65Wの電力
ディレーティング

動作温度

-40～ +85℃非動作時温度
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IW-PWRINJ-60RGDMG=仕様

動作時：10～ 90%、結露なし

非動作時：10～ 95%、結露なし

屋外用途向けの IP67保護等級

タイプ 4X

湿度

動作時：-40 °C～+70 °C、70°Cで 60Wおよび 65°Cで 65W
の電力ディレーティング。

非動作時：-40 °C～ +85 °C

熱衝撃

動作時の高度：海抜 500～ 17,000フィート

非動作時の高度：海抜 -1,000～ 30,000フィート

高度

MTBF：40 °Cで 300,000時間信頼性

IEEE 802.3 bt、中国 RoHS準拠、WEEE準拠、CE準拠適合規格

パワーインジェクタの設置

パワーインジェクタを設置するには、次の手順に従います。

手順

Step 1 パワーインジェクタには、RJ45ポート用の 2個の液密コードグリップ（LTCG）と、AC電源コードアセ
ンブリ用の 1個の AC電源プラグが同梱されています。3ピンメスケーブル終端の位置を確認します。

Step 2 電源コードまたは AC電源配線を準備する
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Step 3 シーリングナット（1）とケーブルグランド（2）にケーブルを通します。

Step 4 コードの外被覆がある場合は、端から約 25 mm（+/- 1 mm）をはがします。

Step 5 コネクタ本体を取り付け、各ワイヤの端から約 8 mm（+/- 1 mm）の被覆をはがします。

Step 6 ワイヤのほつれを防ぐために、各ワイヤをはんだ付けすることをお勧めします（可能な場合）。

Step 7 ワイヤをケーブル終端の適切な位置に挿入します。
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Step 8 ケーブル終端をコネクタ本体にねじ込み、ケーブルグランドをコネクタ本体に押し込みます。

Step 9 コネクタ本体にシーリングナットをねじ込みます。

Step 10 ACコードが組み上がりました。

Step 11 RJ45ケーブルに液密コードグリップ（LTCG）を取り付けます。LTCGは、シーリングナット、スプリッ
トグランド、および本体で構成されています。
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Step 12 ケーブル終端をシーリングナットに通し、スプリットグランドをケーブルに適用して、LTCG本体に挿入
します。

Step 13 （任意）防水性能を向上させるには、取り付ける前にテフロンテープを使用してネジ山を覆うことをお勧

めします。シリコンシーラントを使用して、液体の侵入をさらに防ぐこともできます。

Step 14 RJ45ケーブルをパワーインジェクタに接続します。

a) RJ45ケーブルをパワーインジェクタの RJ45ソケットに挿入します。

b) LTGC本体をパワーインジェクタに取り付け、40～ 45インチポンド（4.5～ 5.1 Nm）のトルクでLTGC
本体を締めます。
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c) スプリットグランドを LTGC本体に押し込みます。

d) 50～ 55インチポンド（56～ 62 Nm）のトルクでシーリングナットを締めます。

Step 15 他のポート接続についても、同じ RJ45ケーブル接続手順を使用します。
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Step 16 ACケーブルアセンブリをパワーインジェクタのAC入力ソケットに挿入し、マウントリングを締めます。

取り付け手順

パワーインジェクタは、平面または支柱に取り付けることができます。

平面への設置

平面にパワーインジェクタを設置するには、次の手順に従います。

手順

Step 1 次の図をテンプレートとして使用して、穴の位置にマークを付けます。
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Step 2 4 mm（#8）最大サイズのネジを使用します（付属していません）。取り付け面に適した金具を使用してく
ださい。

Step 3 下部の 2本のネジを取り付け、ユニットがネジにスライドできるように、ネジを面から 3 mm（1/8インチ）
残します。

Step 4 ユニットを下部のネジにスライドさせます。

Step 5 上部の 2本のネジをハンドルの穴を通して取り付けます。

支柱への取り付け

パワーインジェクタを支柱に設置するには、次の手順に従います。

手順

Step 1 最大 12.7 mm（1/2インチ）のストラップ幅を使用します。

Step 2 シャーシのスロットにおいてステンレススチール製のストラップを取り付けます（図に示すように2か所、
付属していません）。
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Step 3 ストラップを支柱に巻き付けて固定します。

規制情報

次の情報は FCCクラス B準拠装置に関する記述です。

このマニュアルに記載された装置は、無線周波エネルギーを生成および放射する可能性があります。シスコの指示する

設置手順に従って設置されなかった場合、ラジオ、テレビによる受信障害が発生することがあります。この装置はテス

ト済みであり、FCCルール Part 15に規定された仕様のクラス Bデジタル装置の制限に準拠していることが確認済みで
す。これらの仕様は、住宅地で使用したときに、このような干渉を防止する適切な保護を規定したものです。ただし、

特定の設置条件において干渉が起きないことを保証するものではありません。

シスコの書面による許可なしに装置を改造すると、装置がクラスAまたはクラス Bのデジタル装置に対する FCC要件
に準拠しなくなることがあります。その場合、装置を使用するユーザーの権利が FCC規制により制限されることがあ
り、ラジオまたはテレビの通信に対するいかなる干渉もユーザー側の負担で矯正するように求められることがありま

す。
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装置の電源を切ることによって、この装置が干渉の原因であるかどうかを判断できます。干渉がなくなれば、シスコの

装置またはその周辺機器が干渉の原因になっていると考えられます。装置がラジオまたはテレビ受信に干渉する場合に

は、次の方法で干渉が起きないようにしてください。

•干渉がなくなるまで、テレビまたはラジオのアンテナの向きを変えます。

•テレビまたはラジオの左右どちらかの側に装置を移動させます。

•テレビまたはラジオから離れたところに装置を移動させます。

•テレビまたはラジオとは別の回路にあるコンセントに装置を接続します。（装置とテレビまたはラジオがそれぞれ
別個のブレーカーまたはヒューズで制御されるようにします）。

シスコでは、この製品の変更または改造を認めていません。変更または改造した場合には、FCC認定が無効になり、
さらに製品を操作する権限を失うことになります。
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